
昨年大好評だった「私が選ぶ！図書館の１００冊」を今年も、２０１３年 11/19～11/29 に附属図書館で 

実施しました。昨年同様、書店からお借りした図書に番号をつけて展示し、附属図書館に入れてほしいと 

思う図書の番号を投票するという方法で行いました。 

 この企画を楽しみにしてくれていた学生、職員、一般利用者のみなさんが大勢 

参加してくださり総投票数は、１，００４票にもなりました。 

   また、11/19(火)には地域コミュニティ放送局 

FM SUN（76.1MH ｚ）でパーソナリティを務める 

安藤真弓さんが取材に来られ、イベントの様子が 11/21(木)放送の 

「Ｗｅｅｋｄａｙみっくす」で紹介されました。 

 さて、気になる投票結果は・・・次のページから紹介します。 
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 「 智に働けば角が立つ。情に棹させば流される。意地を通せば窮屈だ。 

兎角に人の世は住みにくい。住みにくさが高じると、安い所へ引き越したくなる。 

どこへ越しても住みにくいと悟った時、詩が生まれて、画が出来る。 」 

夏目漱石 『草枕』より 

 １２月９日は「漱石忌」。この日は夏目漱石の命日で、作家のペンネームや代表作にちなんで、命日に

その文学的な業績を偲ぶ文学忌です。４９歳で早世した漱石ですが、多くの作品を残しその中には、人

生のヒントになるような一節も数多くあります。附属図書館にある『漱石全集』岩波書店918.68/NA/1~17

をちょっと開いてみませんか？ 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト：子ども学科Ⅲ部 三宅真弥さん 

陸前高田市図書館再建プロジェクト 

2013 年 10/22～10/31 

香川短期大学学生赤十字奉仕団と附属図書館

が共同で、陸前高田市図書館再建プロジェクトを実

施しました。学内で図書の寄付を呼びかけたとこ

ろ、図書、CD 合わせて２５３点集まり、「陸前高田市

図書館ゆめプロジェクト」に送りました。送った図書

は換金され、４，５５０円が陸前高田市に寄付される

ことになりました。ご協力ありがとうございました。 



  

 

 

 

総  合 

 タイトル 著者 出版社 

１ パンダ銭湯 tupera tupera 絵本館 

２ 箱のおりがみ 布施知子 日本ヴォーグ社 

３ ホテルローヤル 桜木紫乃 集英社 

４ 天音。 EXILE ATSUSHI 幻冬舎 

５ 職場で他人を傷つける人たち 香山リカ ベストセラーズ 

６ 神様のカルテ＜2＞ 夏川草介 小学館 

７ 神様のカルテ＜３＞ 夏川草介 小学館 

８ ライオンの棲む町 東川篤哉 祥伝社 

８ 県民ごはんを作ってみました。 もぐら 大和出版 

１０ 覚悟の磨き方 池田貴将 サンクチュアリ出版 

 

 

 

 

学  生  

 タイトル 著者 出版社 

１ パンダ銭湯 tupera tupera 絵本館 

２ 天音。 EXILE ATSUSHI 幻冬舎 

３ ホテルローヤル 桜木紫乃 集英社 

４ 神様のカルテ＜2＞ 夏川草介 小学館 

５ 神様のカルテ＜３＞ 夏川草介 小学館 

５ 箱のおりがみ 布施知子 日本ヴォーグ社 

７ ライオンの棲む町 東川篤哉 祥伝社 

８ 県民ごはんを作ってみました。 もぐら 大和出版 

9 有川浩の高知案内 有川浩 メディアファクトリー 

１０ ビーズの縁飾り＜vol.2＞ 西田碧 グラフィック社 

 

 



 

 

教職員  

 タイトル 著者 出版社 

１ 職場で他人を傷つける人たち 香山リカ ベストセラーズ 

２ 時間のない僕らが、「英語を話す」た

めにすべきシンプルな方法 
関口雄一 国際語学社 

３ 図説神道 三橋健 河出書房新社 

４ カント先生の散歩 池内紀 潮出出版社 

5 憲法を学び、活かし、守る 小沢隆一 学習の友社 

5 「また来たい！」と思われる接客の 

小さなコツ 
藤村純子 大和書房 

７ オツな日本語 金田一秀穂 日本文芸社 

７ 覚悟の磨き方 池田貴将 サンクチュアリ出版 

７ 素敵な蔵書と本棚 ダミアン・トンプソン ガイアブックス 

７ 日本国憲法 第二版 「写楽」編集部 小学館アーカイブス 

 

 

               

一  般  

 タイトル 著者 出版社 

１ ロスジェネの逆襲 池井戸潤 ダイヤモンド社 

1 素敵な盛りつけのテクニック 佐藤紀子 PHP 研究所 

3 ディズニーリゾートの経済学 新版 粟田房穂 東洋経済新報社 

3 カンブリア宮殿 村上龍×経済人 

社長の金言＜2＞ 
村上龍 日本経済新聞出版社 

3 結局、仕事は気くばり 千田琢哉 宝島社 

6 穏やかな死に医療はいらない 萬田緑平 朝日新聞出版 

6 もし２０代のときにこの本に 

出会っていたら 
鷺田小彌太 文芸社 

6 香川県謎解き散歩 木原薄幸 新人物往来社 

6 ここが変わった！サザエさん一家の 

公的保険 
梅本達司 東京堂出版 

6 職場で他人を傷つける人たち 香山リカ ベストセラーズ 



「私が選ぶ！図書館の 100 冊」201３～決定した 100 冊～ 

 

 タイトル  タイトル 

１ パンダ銭湯 ２２ 
カンブリア宮殿 村上龍×経済人 

社長の金言＜2＞ 

２ 箱のおりがみ ２３ 素敵な盛りつけのテクニック 

３ ホテルローヤル ２４ 創作―ニッポンのお土産 

４ 天音。 ２５ 石川くん 

５ 職場で他人を傷つける人たち ２６ オツな日本語 

６ 神様のカルテ＜2＞ ２７ それならいいいえありますよ 

７ 神様のカルテ＜３＞ ２８ 日本国憲法 第二版 

８ ライオンの棲む町 ２９ ピアノがうまくなるにはわけがある 

９ 県民ごはんを作ってみました。 ３０ 
プロアナウンサーの老人の心をつかむ 

会話術 

１０ 覚悟の磨き方 ３１ 物語のある広告コピー 

１１ 
時間のない僕らが、「英語を話す」ため

にすべきシンプルな方法 
３２ 基礎から身につくはじめての人物デッサン 

１２ 有川浩の高知案内 ３３ 高校入試 

１３ ビーズの縁飾り＜vol.2＞ ３４ こびとの住む街＜1＞ 

１４ 天板ひとつで作るたくさんの焼き菓子 ３５ 
ディズニーそうじの神様が 

教えてくれたこと 

１５ からすのおかしやさん ３６ テンペスト 上 

１６ Naoshima Insight Guide ３７ カント先生の散歩 

１７ ことばはいらない ３８ 素敵な蔵書と本棚 

１８ 働く人の夢 ３９ だまし絵のトリック 

１９ 美しい日本の伝統色 ４０ 爪と目 

２０ 絵と言葉の一研究 ４１ ディズニーリゾートの経済学 新版 

２１ 図説神道 ４２ テンペスト 下 



 タイトル  タイトル 

４３ 
「また来たい！」と思われる接客の 

小さなコツ 
６５ 謎とき伊勢神宮 

４４ 穏やかな死に医療はいらない ６６ 働く人のための「読む」カウンセリング 

４５ 結局、仕事は気くばり ６７ ママ弁護士の子どもを守る相談室 

４６ 
ここが変わった！サザエさん一家の 

公的保険 
６８ 名画に隠された「二重の謎」 

４７ 常識では読めない漢字 ６９ 妖怪談義 新訂 

４８ たった 2 分で、自分を磨く。 ７０ ロスジェネの逆襲 

４９ 伝え方が 9 割 71 犬から聞いた素敵な話 

５０ 
なぜか一目おかれる人の大人の品格大

全 
７2 絵本の絵を読む 

５１  ハムレット 改版 ７3 仕事を２００％伸ばす!「色」のチカラ 

５２ 宝石・鉱物おもしろガイド ７4 精霊の守り人 

５３ 江戸の献立 ７5 できる大人のモノの言い方大全 

５４ 香川県謎解き散歩 ７6 悩む力 

５５ 風立ちぬ・美しい村 ７７ 日本人の地獄と極楽 

５６ 
たくさがわ先生が教えるパソコンの 

困った！お悩み解決超入門 
７８ 眠れないほど面白い『古事記』 

５７ 脳はバカ、腸はかしこい ７９ プロフェッショナルな接客・接遇マナー 

５８  はじめての飾り結び～図解～＜2＞ ８０ 名作うしろ読み 

５９ 本屋さんで待ちあわせ ８１ 
もし２０代のときにこの本に 

出会っていたら 

６０ まてまてー！ ８２ わが若き日 

６１ 間抜けの構造 ８３ 
一杯の牛丼から見えてくる日本経済の 

軌跡とこれから 

６２ 安倍政権と TPP ８４ 犬の伊勢参り 

６３ 憲法を学び、活かし、守る ８５ 絵本 極楽 

６４ 自閉症スペクトラム障害 ８６ 考えてるつもり 



 タイトル  タイトル 

87 基礎から学ぶスポーツ概論 ９４ 疎開した四〇万冊の図書 

８8 きょうもひつじぱん ９５ 遠野物語 remix 

89 心 ９６ 日本人が誤解される１００の言動 

９０ 「自分はこんなもんじゃない」の心理 ９７ 味噌力 

９１ 調べるって楽しい！ ９８ 夢を売る男 

９２ スタンフォードの自分を変える教室 ９９ 
貴女が知らなければならない５５の 

ワークルール 

９３ 戦場からの恋文 100 レーン（ランナー３） 

 

 

 今年もワクワクしながら投票箱を開きました。まず、たくさんの投票用紙に手をたたきパチパチ、意外

あるいは納得の投票結果にヘエ～ウンウン、これを発表したときのみなさんの様子を想像してニタニタ、

そして、はやくみなさんに利用してもらえるようにしなければとセッセと準備しました。毎日のように、

「あの、投票した本はいつから借りられますか？」と色々な学科の複数の学生から問い合わせがあり、う

れしいやら、焦るやらでしたが、冬休み前に貸出できることになりホッとしています。 

附属図書館の本に関心を持ってもらえ、利用してもらえることは図書館員にとって何よりの喜びです。

参加ご協力くださった皆様ありがとうございました。 

今号にイラストをよせてくださった 三宅真弥さん（子ども学科Ⅲ部）ご協力ありがとうございました。 


